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１．はじめに 

近年，多発している激甚化した豪雨により河川や農業

用ため池の洪水・氾濫などのリスクが高まっており，リ

アルタイムでの水位監視システムの構築が望まれている．

とりわけ，農業用ため池（以降，ため池と略記する）の約

70%が江戸時代以前に築造されている 1)ことから老朽化

が深刻であり，豪雨時における漏水や決壊などが懸念さ

れている． 

そこで，水位計による水位観測システムが構築されれ

ば，自治体関係者やため池管理者らは，自宅等に居なが

らリアルタイムでため池の水位を確認することができる

が，一般に水位計は数 10万円から数 100万円と高額であ

り，設置するとなると経済的に大きな負担となる． 

このような背景のもと，筆者ら 2)は，高専（KOSEN）

発の IoT 技術と超音波センサ，小型太陽電池を用いて配

線工事が不要で設置も簡単で低コストの小型水位計 3)を

用いて，2020 年 6 月 19 日から大分県内にある大久保た

め池に設置し，水位計測を継続して行っている．小型水

位計による実測値は，メジャーを用いて護岸天端から水

面までの法面を実測した値から求めた水位とほぼ一致し

ており，小型水位計が十分な精度を有していることが確

認できた 2)．しかし，一部の計測データにおいて，水位が

大きく上昇・下降する現象が確認された． 

そこで，本研究では，この原因について室内において

実験的に検討を行い，その結果について報告する． 

２．小型水位計を用いた大久保ため池における水位計測 

図-1は，2022年 3月 18日～3月 22日の大久保ため池

における水位の変動の一例を示す．大久保ため池におい

ては，メンテナンス等のために 2021 年 11 月下旬にため

池を一時的に抜き，2022年 1月に貯水し始めた．図より，

水位が 42mあたりまで上昇した後，水位が上下に大きく

変動していることがわかる．この原因を探るために 2022

年 3月 24日に現地を調査したところ，目視で水面上に落

ち葉や折れた枝などの浮遊物を大量に確認することがで

きた（写真-1参照）．なお，小型水位計の設置箇所付近に

は斜樋とは別に取水口があり，その付近では取水口に向

かって常に水が流れている．このことから，水位が不規

則に変動した原因の 1 つとして，計測時に小型水位計の

直下を落ち葉等の浮遊物が移動したことが考えられる．

この点に関連して，文献 4)でも同様の内容が報告されて

おり，ため池の水面上の浮遊物が小型水位計の計測値に

及ぼす影響について室内実験により検討することにした． 

３．異なる反射素材を対象とした小型水位計の計測結果 

(1) 実験概要 

まず，反射素材の反射面の形状の違いにより，小型水

位計による計測値に変動が見られるかどうかを検討して

みることにした．実験は，2022年 11月 16日と 17日に大

分高専都市・環境工学科棟地盤環境工学実験室で行った．

本研究で用いた小型水位計の構成については，文献 2)で

詳述しているが，その水位計に 2 分ごとにデータを計測

することができる切り替えスイッチを取り付けている． 

 

図-1 大久保ため池の水位変動の一例（2022年 3月 18日

～22日） 

 

写真-1 大久保ため池の水面上を浮遊する落ち葉等の様

子（2022年 3月 24日） 
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今回の実験に用いた反射素材は，①容器（直径 50.5cm

×深さ 17.0cm）に入れた水，②波板（97.5cm×39.7cm×

3.7cm），③コンパネ，④落ち葉の 4 種類とした．各反射

素材は，台車の上に置かれたコンパネ（90.0cm×180.0cm

×1.2cm）の上に置いた． 

写真-2は，ため池の水面上の浮遊物を模擬した落ち葉

を反射素材として設置した状況を示しており，落ち葉を

コンパネ上に 5cmの厚さとなるように敷き詰めた．小型

水位計は，反射素材の上面から 1m 離れた高さになるよ

うに下げ振りを用いて設置した． 

計測においては，反射素材を一定方向に移動させなが

ら計測を行った．その際，各反射素材の移動速度は

1cm/minとし，落ち葉が反射素材の場合では，水面上の移

動速度を考慮して，1cm/min（以後，落ち葉 Aと称する）

に加えて 3cm/min（以後，落ち葉 B と称する）の 2 つの

条件を設定した．なお，水については，容器を設置して静

止させた状態で計測した． 

また，データの計測は 2 分間隔として各反射素材に対

して 15回計測を行い，開始して 2回と終了前の 3回を除

外した 10個のデータを用いて評価した． 

(2) 実験結果 

図-2は，各反射素材における計測結果を示す．反射素

材が水，波板，コンパネの場合，計測値は，それぞれ 98cm，

94cm，96cm と一定の値が得られ，設置距離 100cm より

2cm～6cm短い結果となった． 

一方，落ち葉 Aについては，計測開始直後には 98cmと

なったが，3 回目と 4 回目のデータはそれぞれ 201cm，

122cmと得られ，設定距離 100cmとは大きく異なる計測

値となった．また，落ち葉 Bについては，落ち葉 Aと同

様に，計測開始直後には 98cmとなったが，3回目，7回

目のデータはそれぞれ 315cm，258cm となり，落ち葉 A

と同様に計測値に変動が見られた．なお，速度の差によ

る明確な違いは認められなかった． 

４．まとめ 

本研究の室内実験の結果より，反射素材の反射面が平

坦でなくても，波板のように一定の形状であれば計測値

に変動は見られず，葉が折り重なるような複雑な形状で

あれば計測値に変動が見られるものと考えられる．なお，

移動速度の違いによる計測値の影響を確認できなかった． 

また，定性的ではあるが，ため池の水位計測における

水位の変動の原因の 1 つとして落ち葉等の浮遊物の影響

が大きいことが明らかとなった． 

  

写真-2 小型水位計を用いた室内実験の様子 

 

図-2 各反射素材の計測結果 
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